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(57)【要約】　　　（修正有）
【解決手段】ねじ込み式の工具（１）と工具受具とで成
る工具固定構造体に関し、ねじ込み式の工具（１）はネ
ジ形状部（４）を有して、工具受具の対応するネジ形状
部と係合する。
【効果】対応するネジ形状部とネジ形状部（４）は互い
に異なるネジ形状部立体形状を有しており、弾性変形に
よってネジ係合状態では形状一致するように設計されて
いる。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
ねじ込み式の工具（１）と工具受具（７）とで成る工具固定構造体であって、
  該ねじ込み式の工具（１）はネジ形状部（４）を有して、前記工具受具（７）の対応す
るネジ形状部（１１）と係合し、
  前記対応するネジ形状部（１１）とネジ形状部（４）は互いに異なるネジ形状部の外形
を有しており、
  ねじ込んだ状態では弾性変形によって、互いの形状が一致することを特徴とする工具固
定構造体。
【請求項２】
前記ネジ形状部（４）と前記対応するネジ形状部（１１）はそれぞれ異なるピッチを有し
ていることを特徴とする請求項１記載の工具固定構造体。
【請求項３】
前記ネジ形状部（４）と前記対応するネジ形状部（１１）は、それぞれ異なるテーパ角（
α；β）を有した円錐状の内側のネジ形状部と外側のネジ形状部として設計されているこ
とを特徴とする請求項１記載の工具固定構造体。
【請求項４】
前記内側のネジ形状部（１１）の前記テーパ角（β）は前記外側のネジ形状部（４）の前
記テーパ角（α）よりも大きいことを特徴とする請求項３記載の工具固定構造体。
【請求項５】
前記ネジ形状部（４）または前記対応するネジ形状部（１１）はネジ型プラグ上に提供さ
れており、該ネジ形状部（４）及び／又は該対応するネジ形状部（１１）は、前記ネジ型
プラグの端部に向かって傾斜するネジ形状部の高さを含んでいることを特徴とする請求項
１から４のいずれかに記載の工具固定構造体。
【請求項６】
前記工具受具（７）または前記ねじ込み式の工具（１）は、前記内側のネジ形状部（１１
）がその内部に配置されている挿入スリーブを含んでいることを特徴とする請求項１から
５のいずれかに記載の工具固定構造体。
【請求項７】
前記ねじ込み式の工具（１）と前記工具受具（７）には、それぞれ異なるテーパ角度を有
した２つの円錐状接触面（５、８）または円錐状支持面（６、９）によって形成された少
なくとも１つの支持区域（Ｙ）が存在することを特徴とする請求項１から６のいずれかに
記載の工具固定構造体。
【請求項８】
前記２つの円錐状接触面（５、８）または円錐状支持面（６、９）は相互に直接隣接する
ことを特徴とする請求項７記載の工具固定構造体。
【請求項９】
前記支持区域（Ｙ）は、工具ヘッド（２）に隣接する第１の円錐状接触面（５）または円
錐状支持面（６）、および第２の円錐状接触面（８）または円錐状支持面（９）によって
形成されたことを特徴とする請求項７または８記載の工具固定構造体。
【請求項１０】
前記第１の円錐状接触面（５）または円錐状支持面（６）はテーパ角１７０°を有してお
り、前記第２の円錐状接触面（８）または円錐状支持面（９）はテーパ角１０°を有して
いることを特徴とする請求項９記載の工具固定構造体。
【請求項１１】
前記第１の円錐状接触面（５）または円錐状支持面（６）の直径は、前記ねじ込み式の工
具のねじ込み方向に向かって増加あるいは好適には減少することを特徴とする請求項７か
ら１０のいずれかに記載の工具固定構造体。
【請求項１２】
配置のための他の支持面（１６）を有した他の支持区域（Ｚ）が、前記ねじ込み式の工具
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および前記工具受具に提供されていることを特徴とする請求項１から１１のいずれかに記
載の工具固定構造体。
【請求項１３】
追加の接触面（１５）は追加の支持面（１６）と較べて過度の寸法を有しており、前記ね
じ込み式の工具（１）と前記工具受具（７）を組み合わせた際に、前記接触面（１５）と
前記支持面（１６）との間は、圧締されていることを特徴とする請求項１２記載の工具固
定構造体。
【請求項１４】
前記追加の支持面（１６）と前記追加の接触面（１５）は、円筒状、球状または円錐状の
支持面または接触面として設計されていることを特徴とする請求項１２または１３記載の
工具固定構造体。
【請求項１５】
前記ネジ形状部（４）は内側のネジ形状部または外側のネジ形状部として設計され、それ
に対応して、前記対応するネジ形状部（１１）は外側のネジ形状部または内側のネジ形状
部として設計されていることを特徴とする請求項１から１４のいずれかに記載の工具固定
構造体。
【請求項１６】
請求項１から１５のいずれかに記載の工具固定構造体のためのねじ込み式の工具。
【請求項１７】
請求項１から１５のいずれかに記載の工具固定構造体のための工具受具。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
  本発明は請求項１の前段の基本的特徴を備えた工具固定構造物に関する。
【背景技術】
【０００２】
  米国特許２３２８６０２から、ネジ式（ねじ込み）工具と、機械スピンドルとして設計
されている工具受具とで成る一般的な工具固定構造物は知られている。鋸歯ネジとして設
計され、工具受具上の対応する内ネジ溝／山に係合する外側のネジ形状部／溝がねじ込み
式の工具上に提供されている。さらにねじ込み式の工具上の対応する対応する（対抗）面
のセンタリングのために円錐状支持面が工具受具の前側に提供される。（以降「ネジ形状
部／溝」を「ネジ形状部」と呼称）
【０００３】
  ねじ込み式の工具をネジ手段で工具受具と接続する際に、ねじ込み作業中および締め付
け作業中のネジ形状部の弾性変形の結果として、締め付け面の近辺の２～３本のネジコー
スだけが耐荷重機能を担うという問題が発生することがある。従ってネジ全体の引張強度
は必ずしも活用できず、ネジ接続は最大の安定性が得られない。外側のネジ形状部及び／
又は内側のネジ形状部が硬質金属またはセラミック等の脆性材料で製造されていれば、こ
のことは大きな問題になる。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
  本発明の目的は、工具受具内でねじ込み式の工具が安定して正確に配置固定される固定
構造を提供する工具受具とねじ込み式の工具による工具固定構造体を提供することである
。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
この目的は請求項１の特徴を備えた工具固定構造体、請求項１６のねじ込み式の工具、お
よび請求項１７の工具受具によって達成される。本発明の好適な改良と有利な実施形態は
従属請求項の目的である。
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【０００６】
  本発明による工具固定構造体では、ネジ形状部と、対応する対応するネジ形状部は互い
に異なるネジ形状部の立体（外殻）形状を有する。これらはねじ込まれた状態では弾性変
形によって互いに形状一致する。この利点は、ねじ込み作業中にネジ形状部の弾性変形に
よって発生するネジ形状部の一部に対するプレストレス（圧縮応力）と、締め付け時にネ
ジ形状部全体に均一な磨耗パターンが得られることである。このことによってネジ形状部
全体の引張強度が活用可能になる。ここでネジ形状部の立体形状とは単にネジ形状部の側
面を意味するのではなく、縦断面におけるネジ形状部全体の立体形状のことである。
【０００７】
  第１の好適実施形態では、ネジ形状部と対応するネジ形状部は異なるピッチを有する。
すなわち、ネジ接続部は、外側のネジ形状部として設計されたネジ成分が対応する内側の
ネジ形状部よりも小さなピッチを有するように選択できる。これでねじ込みによってネジ
側面が弾性的に延伸変形するか圧縮変形し、ネジ形状部同士の立体形状が一致する。よっ
てネジコース全体が互いに隣接し、均一磨耗パターンが達成される。
【０００８】
  第２の好適実施形態では、ネジ形状部と対応するネジ形状部はそれぞれ異なるテーパ角
度を有した円錐状内側のネジ形状部と円錐状外側のネジ形状部として設計できる。このよ
うにすれば所定のネジ形状部区域（領域）の延伸変形または収縮変形を達成することも可
能であり、よってネジ接続部の均一磨耗パターンが得られる。特に好適な実施形態では、
内側のネジ形状部のテーパ角度は外側のネジ形状部のテーパ角度よりも大きい。このよう
な特定改良によって、外側のネジ形状部のネジコースは内側のネジ形状部の対応するネジ
コースよりも大きな直径を有する。従って、この好適な傾斜ネジ側面の手段によって、外
側のネジ形状部のこの部分は内側のネジ形状部と最初に接触し、最初に締め付けられる。
ネジ形状部の緊張によって、この区域は弾性的に変形し、ネジ形状部同士の立体形状は一
致する。よって均一な磨耗パターンが得られる。
【０００９】
  外側のネジ形状部と対応する内側のネジ形状部は、好適にはネジ型プラグの自由端側あ
るいは内側のネジ形状部の内端側に傾斜するネジ形状部の深度（高さ）を有する。しかし
ネジ形状部は一定ネジ形状部深度を有することもできる。
【００１０】
  別の有利な改良では、工具受具は、内側のネジ形状部が提供されている挿入スリーブを
含む。挿入スリーブに好適な材料を選択することで振動緩衝を得ることが可能である。さ
らに、工具受具は一体的な脆性の硬質金属で製造することも可能であり、ネジ型挿入スリ
ーブは、それより軟質であるが弾性である鋼材で製造することが可能である。これはネジ
接続部の確実なロッキング（固定）のために好適である。さらに、工具受具は、異なる形
状のねじ込み式の工具の受領のために様々な挿入スリーブによって適応化が可能である。
挿入スリーブは１部品または数部品で製造できる。これは異なる材料でも製造できる。内
側のネジ形状部は挿入スリーブ形態の工具上に提供することもできる。
【００１１】
  １つの好適な実施形態では、締め付け面は、ねじ込み式の工具と工具受具の上に異なる
テーパ角度を有した２つの円錐状接触面または支持面によって形成できる。このようにし
て二重円錐を備えた支持区域が創出され、平状接触面または線状接触面ではなく、増加し
た支持面と改良されたセンタリング効果および支持効果を可能にする。しかし、平状支持
面を提供することも可能である。あるいは円錐状ネジ形状部を利用するときには支持面を
提供しないことも可能である。
【００１２】
  工具上の工具ヘッドに隣接するねじ込み式の工具の第１円錐状接触面と、工具受具前側
の対応する第１円錐状支持面は、好適には比較的に大きなテーパ角度を有する。このテー
パ角度は１７０°が好適であることが確認されている。好適な改良では、第２円錐状接触
面はねじ込み式の工具上でこの面に従い、対応する第２円錐状支持面は工具受具に従う。



(5) JP 2019-90534 A 2019.6.13

10

20

30

40

50

この第２接触面と、対応する第２支持面は、好適には比較的に小さなテーパ角度を有する
。このテーパ角度は１０°が好適であることが確認されている。しかし、例えば、２つの
円錐状面間に円筒状中間区域を提供することも可能である。２つの異なるテーパ角度を備
えた上述のタイプの二重円錐は、その小さなテーパ角度が、工具受具のねじ込み式の工具
の良好なセンタリングを可能し、その大きなテーパ角度が追加のセンタリングを可能にす
る利点を提供するが、工具受具上では延伸力が大きく低減される。さらに、第１円錐状接
触面によって工具の剛性が増加する。なぜなら、平状接触面の場合のように、工具は放射
状荷重ではスライドして離れることができないからである。
【００１３】
  従って、第１円錐状接触面と、対応する第１円錐状支持面の方向性のために２つの実施
形態が可能である。第１好適改良では、これら円錐状面の直径は工具のねじ込み方向で減
少する。すなわち、同一方向に二重円錐頂点を形成する２つの円錐状面に基づく２つの円
錐となる。この実施形態では、円錐状面により工具受具の多少の拡張が可能である。平状
軸接触面と較べて、ネジ形状部のプレストレスはねじ込み角度に連れて増加程度が減少し
、ねじ込み式の工具の製造中にプレストレスのさらに正確な調整が可能になる。ほとんど
のねじ込み式の工具は非常に硬質な材料から一体的に製造されるため、ネジ形状部のロッ
キングに必要なネジ形状部の弾性変形は、工具受具の内側のネジ形状部の変形に大きく制
限される。従って、そのような工具受具のサービス寿命を可能な限り長期とすることに関
しては、ネジ形状部のプレストレスの正確な調整は非常に重要である。説明したタイプの
二重円錐の手段により、調整性能が向上して正確なネジ形状部のプレストレスが可能にな
る。別な可能な改良では、第１円錐状接触面と、対応する第１円錐状支持面の直径は工具
のねじ込み方向に増加する。すなわち二重円錐頂点を反対方向に形成する２つの円錐状面
に基づく円錐となる。二重円錐のこのような改良で工具受具の拡張は反作用される。なぜ
なら円錐状面によって引き起こされる放射状作用力は反対方向だからである。この改良の
特別な利点は、内側のネジ形状部を備えたスリーブの拡張の減少によって、さらに強力な
締付けトルクが達成され、ネジ型スリーブへの損傷が無いことである。
【００１４】
  別な有利な形態では、別な接触面を備えた別な支持区域と、対応する追加の支持面とが
ネジ型プラグ（ねじ山を備えたプラグ）の自由端に提供され、対応的に内側のネジ形状部
の内端にも提供される。ネジ型プラグ上のこの追加接触面は、例えば球形であり、対応す
る追加支持面は円筒形に製造できる。球状接触面と円筒状支持面の結果として、ねじ込み
式の工具と工具受具との間の部分的な接触のみがこの区域に達成される。適した形態では
、球状接触面は円筒状接触面と較べると余分な寸法を有しており、よって、この追加支持
区域のプレストレスは、ねじ込み深度（ねじ山の高さ）とは無関係である。しかし、追加
支持区域の他の改良も着想が可能である。従って随意の組み合せで、球状、円錐状、また
は円筒状接触面あるいは支持面もねじ込み式の工具上および工具受具上に提供できる。
【００１５】
  ネジ形状部は外側のネジ形状部または内側のネジ形状部として設計できる。そこでは、
対応するネジ形状部が対応する内側のネジ形状部または外側のネジ形状部として設計され
る。
【００１６】
  工具受具は、例えば、鋼鉄、カーバイド、アルミまたはファイバ複合体、特にグラスフ
ァイバまたはカーボンファイバとのファイバ複合体から製造できる。
【００１７】
  本発明の他の特徴および利点は、以下の図面を活用した好適実施例の以下の説明から理
解できよう。図面は以下の通りである。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】ねじ込み式の工具の縦断面図である。
【図２】工具受具の縦断面図である。
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【図３】工具固定構造物の縦断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
  図１は工具固定構造物のねじ込み式の工具１の断面図である。ねじ込み式の工具１は球
状ヘッドフライスカッタとして設計されている工具ヘッド２と、後方に円錐状にテーパす
る工具シャフト３とを有する。工具シャフト３はこの実施例では外側のネジ形状部（ねじ
山）４を含んだネジ形状部（ねじ山）区域Ｘと、工具ヘッド２と外側のネジ形状部４との
間に位置する第１外側支持区域Ｙと、工具シャフト３の自由端の第２内側支持区域Ｚとに
細分割されている。しかし工具シャフト３は、追加の外側支持区域Ｙ及び／又は内側支持
区域Ｚなしでも製造できる。
【００２０】
  ネジ形状部区域Ｘの外側のネジ形状部４はテーパ角αで円錐状にテーパしている。第１
外側支持区域Ｙは、工具受具７の前側の対応する円錐状支持面６に配置するための第１円
錐状接触面５と、工具受具７の内部の第２円錐状支持面９に配置するための第２円錐状接
触面８とを有する。このようにして、改良されたセンタリング機能と増加した支持効果と
を提供する二重円錐が工具ヘッド２と外側のネジ形状部４との間の移行部に創出される。
【００２１】
  図２はねじ込み式の工具１に属する工具受具７を示す。これは内側のネジ形状部（ねじ
山）１１を備えたレシーバ開口部１０を有する。内側のネジ形状部１１は円錐状であり、
ねじ込み式の工具１の外側のネジ形状部４に対応するが、テーパ角αよりも大きなテーパ
角βを有する。外側のネジ形状部４のピッチと内側のネジ形状部１１のピッチとを同じに
することができる。工具受具７の前側にて、外側支持区域Ｙには、第１接触面５での配置
のための第１支持面６と、ねじ込み式の工具１の第２接触面８での配置のための第２円錐
状支持面９とが提供される。また、工具受具７内には、ねじ込み式の工具１の通路開口部
１４に作業流体を供給するために、支持開口部１３が中央軸１２と同軸状態で配置されて
いる。
【００２２】
  ねじ込み式の工具１が工具受具７のレシーバ開口部１０に挿入されたら、工具シャフト
の自由端に近い外側のネジ形状部のネジコースは、まず内側のネジ形状部と係合する。ね
じ込むと、この部分のネジ接続部はまず圧縮変形または延伸変形され、よって、この区域
で、ネジ接続部のネジ形状部側面同士は並んだ状態で配置される。ネジ接続部の締め付け
時に。ネジ接続部の他方のネジコースも係合し、均一な磨耗パターンが創出される。この
ネジ接続部の工具ヘッドを介して適用される応力は、様々なネジ形状部側面に均一に配分
され、工具受具内に導入される。従って、この工具固定構造体のネジ接続部は非常に安定
し、効果的である。このネジ接続部のため、傾斜面を備えたネジ形状部、すなわち円錐状
ネジ形状部、丸形ネジ形状部、鋸歯ネジ形状部、等々は特に好適である。
【００２３】
  しかし、説明した利点は図３で示す別実施例でも達成できる。この別実施例では、外側
のネジ形状部４と内側のネジ形状部１１の異なるネジ形状部立体形状が異なるネジピッチ
で得られる。そのようなネジ接続では、ねじ込み中にネジ形状部側面の圧縮変形または伸
張変形が発生する。圧縮変形または伸張変形の程度はネジピッチの差によって調整できる
。従って、意図的にネジ接続部内に特定のプレストレスを発生させ、ネジ形状部側面の均
一磨耗パターンを得ることが可能である。図３の外側のネジ形状部は内側のネジ形状部１
１よりも小さなネジピッチを有する。これで内側のネジ形状部１１とのねじ込み時に外側
のネジ形状部４は伸張変形でき、内側のネジ形状部１１は圧縮変形できる。もし、このネ
ジ接続部が締め付けられると、ねじ込み時に全てのネジコースが圧縮変形または延伸変形
によって互いに並び、均一磨耗パターンおよび非常に安定した接続が得られる。外側のネ
ジ形状部と、対応する内側のネジ形状部のために、台形状ネジ形状部、平状ネジ形状部、
円錐状ネジ形状部、丸形ネジ形状部、鋸歯ネジ形状部、等々として設計される円錐状およ
び円筒状ネジ形状部の両方の形態が活用できる。
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【００２４】
  図３で示す工具固定構造物の実施例では、ねじ込み式の工具１の外側のネジ形状部４と
、それに属する工具受具７の内側のネジ形状部１１は側面角３０°の台形状ネジ形状部と
して設計されている。ねじ込み式の工具１の外側のネジ形状部４と、それに属する工具受
具７の内側のネジ形状部１１は、別な側面角度を有した台形ネジ形状部としても設計でき
る。ネジコース（ねじ山の奇跡）が一定のネジ形状部の深度（ねじ山の高さ、ねじ山の深
さ、ねじ山の溝）を有する伝統的なネジ形状部とは対照的に、使用される外側のネジ形状
部４は、工具ヘッド２から工具シャフト３の自由後端に傾斜するネジ形状部深度を有する
。また、工具受具７の内側のネジ形状部１１に関して、ネジ形状部深度は第２支持面９か
ら第２支持区域Ｚに向かって傾斜する。このようにネジ形状部の縦軸方向に作用する異な
る応力作用が考察される。
【００２５】
  図３に示すねじ込み式の工具１の第１接触面５と、工具受具７の対応する第１支持面６
は、中央軸１２に垂直な平面に対して５°工具ヘッド２の前端方向に傾斜している。この
ように、第１円錐状接触面５と第１円錐状支持面６は少なくとも１４０°、最大１７９°
、好適には１７０°のテーパ角を有する。ねじ込み式の工具１の第２円錐状接触面８の直
径と、工具受具７の第２円錐状支持面９の直径はねじ込み方向にテーパしており、少なく
とも１°で９０°未満が創出され、好適には１０°のテーパ角、すなわち、中央軸１２に
対する円錐状面の角度５°が創出される。
【００２６】
  図面はさらに第２支持区域Ｚを示す。これは、ねじ込み式の工具１の別球状接触面１５
と、対応する円筒状支持面１６とでレシーバ開口部１０の端部に形成されている。球状接
触面１５はねじ込み式の工具１と工具受具７との間に部分的な接触のみを与える。好適に
は、球状接触面１５は円筒状支持面１６と較べて余分な寸法を有しており、支持区域Ｚで
のプレストレスはねじ込み深度とは無関係である。第２支持区域は、別支持点を介して工
具固定構造物の安定性と同心性精度とを増強する。
【００２７】
  図３で示す実施例では、ねじ込み式の工具１の第１円錐状接触面５の直径と、工具受具
７の対応する円錐状支持面６の直径はねじ込み式の工具１のねじ込み方向に伸張変形され
る。第１接触面５と、対応する第１支持面６は中央軸１２に垂直な平面に対して工具シャ
フト３の方向に５°傾斜している。このように第１接触面５および第１支持面６もまた、
図１と図２の実施例と全く同様にテーパ角１７０°を有する。第２接触面８と第２円錐状
接触面９は中央軸１２に対して５°テーパしており、テーパ角１０°が創出される。図１
と図２の実施例とは対照的に、それら円錐は反対方向の二重円錐頂点を形成する２つの円
錐状面に基づいている。
【００２８】
　本発明は上述し、図面に図示した例示的実施例には限定されない。よって、例えば、外
側のネジ形状部と内側のネジ形状部との間の異なるネジ形状部立体形状は、上記の方法以
外でも達成が可能である。さらに、二重円錐状センタリング面を介したねじ込み式の工具
のセンタリングの代わりに、平状接触面もまた利用できる。円錐状ネジ接続の実施例にお
いて、追加の接触面を完全に無くすこともできる。よって、前述した複数の実施例の特徴
を互いに組み合わせることも可能である。従って、例えば、異なるテーパ角度および異な
るピッチの円錐状ネジ接続部を設計し、ネジ接続部において特に強力なプレストレスまた
は締め付けを達成することが有利であろう。
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【図１】

【図２】

【図３】

【手続補正書】
【提出日】平成30年12月21日(2018.12.21)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ねじ込み式の工具（１）と工具受具（７）とで成る工具固定構造体であって、
  該ねじ込み式の工具（１）はネジ形状部（４）を有して、前記工具受具（７）の対応す
るネジ形状部（１１）と係合し、
  前記対応するネジ形状部（１１）とネジ形状部（４）は互いに異なるネジ形状部の外形
を有しており、
  ねじ込んだ状態では弾性変形によって、互いの形状が一致し、
　前記ネジ形状部（４）と前記対応するネジ形状部（１１）はそれぞれ異なるピッチを有
しており、
　前記ねじ込み式の工具（１）と前記工具受具（７）には、１つの円錐状面と１つの平状
面によって形成された少なくとも１つの支持区域が存在することを特徴とする工具固定構
造体。
【請求項２】
ねじ込み式の工具（１）と工具受具（７）とで成る工具固定構造体であって、
  該ねじ込み式の工具（１）はネジ形状部（４）を有して、前記工具受具（７）の対応す
るネジ形状部（１１）と係合し、
  前記対応するネジ形状部（１１）とネジ形状部（４）は互いに異なるネジ形状部の外形
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を有しており、
  ねじ込んだ状態では弾性変形によって、互いの形状が一致し、
　前記ネジ形状部（４）と前記対応するネジ形状部（１１）は、それぞれ異なるテーパ角
（α；β）を有した円錐状の内側のネジ形状部と外側のネジ形状部として設計されており
、
　前記ねじ込み式の工具（１）と前記工具受具（７）には、１つの円錐状面と１つの平状
面によって形成された少なくとも１つの支持区域が存在することを特徴とする工具固定構
造体。
【請求項３】
前記内側のネジ形状部（１１）の前記テーパ角（β）は前記外側のネジ形状部（４）の前
記テーパ角（α）よりも大きいことを特徴とする請求項２記載の工具固定構造体。
【請求項４】
前記ネジ形状部（４）または前記対応するネジ形状部（１１）はネジ型プラグ上に設けら
れており、該ネジ形状部（４）及び／又は該対応するネジ形状部（１１）の深さは、前記
ネジ型プラグの端部に向かって減少することを特徴とする請求項１から３のいずれかに記
載の工具固定構造体。
【請求項５】
前記工具受具（７）または前記ねじ込み式の工具（１）は、前記内側のネジ形状部（１１
）がその内部に配置されている挿入スリーブを含んでいることを特徴とする請求項１から
４のいずれかに記載の工具固定構造体。
【請求項６】
前記ねじ込み式の工具（１）と前記工具受具（７）には、それぞれ異なるテーパ角度を有
した２つの円錐状接触面（５、８）または円錐状支持面（６、９）によって形成された少
なくとも１つの支持区域（Ｙ）が存在することを特徴とする請求項１から５のいずれかに
記載の工具固定構造体。
【請求項７】
前記２つの円錐状接触面（５、８）または円錐状支持面（６、９）は相互に直接隣接する
ことを特徴とする請求項６記載の工具固定構造体。
【請求項８】
前記支持区域（Ｙ）は、工具ヘッド（２）に隣接する第１の円錐状接触面（５）または円
錐状支持面（６）、および第２の円錐状接触面（８）または円錐状支持面（９）によって
形成されたことを特徴とする請求項６または７記載の工具固定構造体。
【請求項９】
前記第１の円錐状接触面（５）または円錐状支持面（６）はテーパ角１７０°を有してお
り、前記第２の円錐状接触面（８）または円錐状支持面（９）はテーパ角１０°を有して
いることを特徴とする請求項８記載の工具固定構造体。
【請求項１０】
前記第１の円錐状接触面（５）または円錐状支持面（６）の直径は、前記ねじ込み式の工
具のねじ込み方向に向かって増加あるいは好適には減少することを特徴とする請求項６か
ら９のいずれかに記載の工具固定構造体。
【請求項１１】
他の支持面（１６）を有した他の支持区域（Ｚ）が、前記ねじ込み式の工具および前記工
具受具に設けられていることを特徴とする請求項１から１０のいずれかに記載の工具固定
構造体。
【請求項１２】
追加の接触面（１５）は追加の支持面（１６）と較べて過度の寸法を有しており、前記ね
じ込み式の工具（１）と前記工具受具（７）を組み合わせた際に、前記接触面（１５）と
前記支持面（１６）との間は、圧締されていることを特徴とする請求項１１記載の工具固
定構造体。
【請求項１３】
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前記追加の支持面（１６）と前記追加の接触面（１５）は、円筒状、球状または円錐状の
支持面または接触面として設計されていることを特徴とする請求項１１または１２記載の
工具固定構造体。
【請求項１４】
前記ネジ形状部（４）は内側のネジ形状部または外側のネジ形状部として設計され、それ
に対応して、前記対応するネジ形状部（１１）は外側のネジ形状部または内側のネジ形状
部として設計されていることを特徴とする請求項１から１３のいずれかに記載の工具固定
構造体。
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